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お
う
み
映
像
ラ
ボ

お
う
み
映
像
ラ
ボ
は
、
滋
賀
県
内
の
伝

統
行
事
や
生
活
記
録
が
収
め
ら
れ
た
映

像
の
情
報
を
収
集
・
発
信
し
、
上
映
し

て
い
く
団
体
で
す
。

滋
賀
県
各
地
で
「
見
聞
会
・
遠
足
・
上

映
会
」
な
ど
の
企
画
を
行
い
、
古
来
よ

り
引
き
継
が
れ
て
き
た
滋
賀
の
美
意
識

や
技
術
と
知
恵
、
地
域
性
・
共
同
体
の

あ
り
方
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
、
世
代

を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
創
出

し
て
い
ま
す
。

〈
ラ
ボ
会
・
見
聞
会
〉

情
報
収
集
し
た
映
像
を
持
ち
寄
り
、
視

聴
し
、
見
聞
を
広
め
る
公
開
型
の
例
会

で
す
。
初
見
の
映
像
を
見
な
が
ら
情
報

交
換
し
ま
す
。

〈
遠
足
〉

映
像
の
撮
影
地
を
訪
れ
、
そ
の
地
で
映

像
を
視
聴
し
、
地
域
の
方
々
・
映
像
製

作
者
・
地
域
文
化
と
出
会
う
企
画
で
す
。

〈
上
映
会
〉

参
加
者
を
募
り
、
映
像
を
上
映
し
、
そ
の

映
像
に
つ
い
て
語
り
合
う
上
映
会
で
す
。

〈
メ
ン
バ
ー
〉

大
原
歩

長
岡
野
亜

大
藤
寛
子

藤
野
ひ
ろ
美

平
成
28
年
度　

滋
賀
県
「
美
の
滋
賀
」
創

造
事
業　

地
域
の
元
気
創
造
・
暮
ら
し

ア
ー
ト
事
業

平
成
28
年
度　

文
化
庁　

文
化
芸
術
に
よ

る
地
域
活
性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業

CO
N
TEN
TS

平
成
28
年
度　

お
う
み
映
像
ラ
ボ　

活
動
報
告

滋
賀
の
「
く
ら
し
・
わ
ざ
・
ち
え
」

映
像
め
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３　

─　

ラ
ボ
会
・
見
聞
会vol.06

	
「
ご
っ
つ
ぉ
う　

な
れ
ず
し　

	

　

～
魚
の
お
供
え
も
の
～
」

５　

─　

上
映
会vol.03　

	

「
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
上
映
会
in
彦
根
・

	

七
曲
が
り
フ
ェ
ス
タ
」

10　

─　
「
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

11　

─　

遠
足vol.03

	

「
東
海
道
五
十
三
次
・
水
口
宿　

	

　

～
甦
る
水
口
細
工
と
春
を
呼
ぶ
水
口
囃
子
」

13　

─　

永
井
さ
ん
と
歩
く
水
口

14　

─　

上
映
会
場
・
映
像
撮
影
地
マ
ッ
プ
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【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会  v

o
l.0

6

】

─
ご
っ
つ
ぉ
う
　
な
れ
ず
し
　
〜
魚
の
お
供
え
も
の
〜

　

な
れ
ず
し
は
主
に
魚
を
塩
と
米
飯
で
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
食
品
で
、
滋

賀
の
特
産
品
で
あ
る
フ
ナ
ず
し
は
塩
漬
け
し
た
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
を
ご
飯
で

漬
け
込
ん
だ
「
な
れ
ず
し
」
の
一
種
で
す
。
今
回
、
神
様
に
奉
納
さ
れ

る
「
な
れ
ず
し
」
の
映
像
な
ど
３
本
を
上
映
し
ま
し
た
。
会
場
は
７
月

14
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
琵
琶
湖
博
物
館
。
学
芸
員
の
大

久
保
実
香
さ
ん
に
４
０
０
万
年
の
歴
史
を
も
つ
古
代
湖
・
琵
琶
湖
の
成

り
立
ち
や
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
住
ん
で
い
る
水
辺
の
展
示
な
ど
を
案
内
い
た

だ
き
ま
し
た
。
映
像
視
聴
後
、「
守
山
の
漁
師
さ
ん
漬
け
」「
栗
東
の
農

家
さ
ん
漬
け
」「
沖
島
で
の
メ
ン
バ
ー
漬
け
」
の
３
種
の
フ
ナ
ず
し
を

食
べ
比
べ
。
お
店
や
家
庭
ご
と
に
、漬
け
込
む
期
間
や
工
夫
に
よ
っ
て
、

ま
た
同
じ
人
で
も
時
期
や
桶
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
、
匂
い
や
発
酵
具

合
、
味
に
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
り
、
発
酵
の
力
が
生
み
出
す
お
い
し
さ

の
多
様
性
を
楽
し
み
ま
し
た
。
地
元
周
辺
で
よ
く
獲
れ
た
で
あ
ろ
う
魚

と
米
ど
こ
ろ
と
い
う
恵
み
に
手
間
と
時
間
を
か
け
、
感
謝
と
祈
り
と
共

に
神
様
に
お
供
え
さ
れ
る
な
れ
ず
し
。
移
り
変
わ
る
生
活
の
中
で
続
け

ら
れ
て
き
た
神
事
、
琵
琶
湖
の
存
在
と
恵
み
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
…
な

ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
、
ま
さ
に
『
ご
っ
つ
ぉ
う
＝
ご
ち
そ
う
』

の
時
間
で
し
た
。

日	
 	

２
０
１
６
年
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

会

場	

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館  

会
議
室

ゲ
ス
ト	

大
久
保
実
香
さ
ん
（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
学
芸
員
）

協

力	

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
・
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

大久保実香さんの解説
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【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会  v

o
l.0

6
  

上
映
作
品
】

『
湖
国
伝
統
の
味
ふ
な
ず
し
　

家
庭
で
で
き
る
飯
漬
け
の

コ
ツ
』

制
作
年
不
明
／
12
分
41
秒 　

企
画
・
制
作
：
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
・
滋
賀
県
農
政
水
産
部
水
産
課

　

漬
物
桶
と
ポ
リ
袋
を
使
っ
た
漬
け

方
の
映
像
。
①
鮒
の
鱗
や
内
臓
を
取

り
、
塩
で
３
ヵ
月
以
上
漬
け
こ
む

「
塩
漬
け
」
②
夏
に
塩
漬
け
し
た
鮒

を
水
で
良
く
洗
い
、
干
し
て
か
ら
、

ご
飯
と
一
緒
に
桶
に
漬
け
こ
む
「
本

漬
け
」。
③
４
ヵ
月
以
上
発
酵
さ
せ
、

で
き
あ
が
り
。

　

保
存
食
と
し
て
各
家
庭
で
漬
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
材
料
で

あ
る
琵
琶
湖
の
固
有
種
・
ニ
ゴ
ロ
ブ

ナ
の
減
少
や
食
べ
る
機
会
が
減
り
、

漬
け
る
家
庭
は
減
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
独
特
か
つ
絶
妙
な
味
は
根
強
い

人
気
が
あ
り
、
発
酵
食
品
と
し
て
注

目
度
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
で
検
索
可
能
な
動
画
サ
イ
ト
あ

り
。

『
鮨
切
り
祭
り
』

２
０
１
２
年
制
作
／
約
40
分 

制
作
：
守
山
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

制
作
協
力
：
下し
も

新に
い

川か
わ

神
社
・
幸さ

津づ

川か
わ

町ち
ょ
う

自
治
会
・
幸
津
川
町
２
番
組

　

す
し
切
り
祭
り
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

映
像
。
５
月
４
日
夜
９
時
頃
、
太
鼓

練
り
（
巡
行
）。
各
家
の
玄
関
に
大

太
鼓
が
入
り
込
み「
ち
ょ
こ
せ
、ち
ょ

こ
せ
」
の
か
け
声
と
と
も
に
打
ち
鳴

ら
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
５
日
午
前
０

時
頃
と
３
時
頃
に
も
行
わ
れ
、
３
時

の
巡
行
が
終
わ
る
頃
、
御
輿
番
が
担

ぐ
御
輿
と
若
衆
の
担
ぐ
大
太
鼓
が
神

社
の
参
道
で
競
り
合
う
「
卯
の
時
渡

し
」
と
な
り
ま
す
。
５
日
午
後
か
ら

の
「
す
し
切
り
神
事
」
で
は
若
衆
２

人
が
古
式
に
の
っ
と
り
鉄
製
の
長
い

箸
と
包
丁
を
使
い
、
無
言
の
中
、
息

を
合
わ
せ
た
大
き
な
所
作
で
ふ
な
ず

し
を
切
り
分
け
ま
す
。
野
次
の
声
が

賑
や
か
。
国
選
択
無
形
文
化
財
「
諫か

ん

鼓こ

の
舞
い
」
等
、
奉
納
さ
れ
ま
す
。

『
な
れ
ず
し
の
漬
け
こ
み
・

三
輪
神
社
　
春
の
例
祭
』

制
作
年
不
明
／
１
時
間
36
分
24
秒 

制
作
：
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館　

 

　

栗
東
市
の
三
輪
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
、ド
ジ
ョ
ウ
の
な
れ
ず
し
の
映
像
。

前
年
の
９
月
23
日
に
集
落
の
東
組
、

西
組
の
当
番
宅
で
漬
け
こ
み
、
５
月

１
日
に
封
を
開
け
る
「
口
開
け
」
を

行
い
ま
す
。
四
角
の
ご
飯
・
豆
腐
・

ま
め
・
大
根
・
こ
ん
に
ゃ
く
等
を

各
々
小
皿
に
盛
り
、
野
球
ボ
ー
ル
大

に
丸
め
た
ド
ジ
ョ
ウ
の
な
れ
ず
し
と

と
も
に
お
膳
に
乗
せ
、神
社
へ
奉
納
、

５
月
３
日
は
舞
の
奉
納
が
あ
り
、
な

れ
ず
し
が
参
拝
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま

す
。
ふ
な
ず
し
の
よ
う
に
塩
漬
け
し

た
も
の
を
飯
漬
け
に
す
る
の
で
は
な

く
、「
生
き
た
ま
ま
」
の
ド
ジ
ョ
ウ

に
塩
を
ま
ぶ
し
、「
蓼た

で

」
を
混
ぜ
た

ご
飯
と
、
開
い
た
ナ
マ
ズ
と
と
も
に

漬
け
こ
み
ま
す
。
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七
曲
が
り
は
中
山
道
と
彦
根
城
下
を
結
ぶ

街
道
と
し
て
発
展
し
、
彦
根
の
伝
統
工
芸
で

あ
る
彦
根
仏
壇
発
祥
の
地
。
現
在
も
彦
根
仏

壇
七
職
と
呼
ば
れ
る
職
人
の
工
房
や
仏
壇
店

が
立
ち
並
び
ま
す
。
そ
の
街
並
み
と
伝
統
工

芸
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
第
４
回
「
七
曲

が
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組

合
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

往
時
の
彦
根
が
映
さ
れ
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

上
映
会
を
２
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

①
「
旧
秋
口
家
洋
館
」
大
正
５
年

（
１
９
１
６
）
年
に
建
て
ら
れ
た
歯
科
医
院
。

施
主
が
、
地
元
の
大
工
職
人
を
神
戸
の
異
人

館
へ
連
れ
て
行
き
、
そ
の
様
式
を
ま
ね
て
建

て
ら
れ
た
。
２
０
１
３
年
秋
か
ら
、
市
民
ら

が
解
体
、
現
在
の
地
に
移
築
し
保
存
へ
と
取

り
組
む
。
階
段
の
手
す
り
や
廊
下
が
し
っ
と

り
と
光
り
、
年
月
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
感

じ
さ
せ
る
建
物
内
で
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
上
映
。

　

②
「
井
上
仏
壇
店
」
シ
ン
プ
ル
な
仏
壇
か

ら
豪
華
な
仏
壇
ま
で
、
多
様
な
仏
具
が
並
ぶ

一
階
店
内
奥
で
は
仏
壇
の
組
み
立
て
を
公

開
。
二
階
会
場
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
一
部

８
ミ
リ
映
写
機
を
使
っ
た
フ
ィ
ル
ム
を
上

映
。

『
彦
根
で
も
曳
山
祭
り
を
伝
統
と
か
で
は
な

く
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
や
っ
て
い

た
時
が
あ
っ
た
』『
マ
ル
ビ
シ
百
貨
店
の
ス

タ
ー
食
堂
へ
食
べ
に
行
っ
た
。
屋
上
に
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
』『
平
和
堂
が

で
き
る
と
き
に
壊
さ
は
っ
た
な
』『
松
原
水

泳
場
で
少
林
寺
拳
法
の
映
画
撮
影
を
し
た
と

き
の
映
像
で
す
』

　

２
会
場
と
も
彦
根
の
移
り
変
わ
り
が
映
像

と
来
場
者
の
記
憶
か
ら
明
ら
か
に
な
り
、
町

の
歴
史
を
初
め
て
知
っ
た
驚
き
、
目
に
し
て

い
た
風
景
と
の
再
会
を
懐
か
し
む
な
ど
様
々

な
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
七
曲
が
り
フ
ェ

ス
タ
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
開
催

し
、
多
く
の
来
場
者
に
来
て
い
た
だ
い
た
、

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
上
映
会  v

o
l.0

3

】

─
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
上
映
会

　
　
in
彦
根
・
七
曲
が
り
フ
ェ
ス
タ 

日

	

　
２
０
１
６
年
10
月
９
日
（
日
）

会

場	

彦
根
・
七
曲
が
り
フ
ェ
ス
タ　

内　

2
会
場 

旧
秋
口
家
洋
館
・
井
上
仏
壇
店

協

力	

井
上
仏
壇
店
・
彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合
・
滋
賀
大
学
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『
戦
前
・
戦
後
の
銀
座
風
景
』

１
９
５
６
年
撮
影
／
22
分

撮
影
・
編
集
・
所
蔵
： 

野
村
善
一
さ
ん

　

戦
前
・
戦
後
の
彦
根
市
銀
座
商
店

街
の
風
景
を
写
真
と
映
像
で
編
集
し

た
作
品
。
撮
影
は
銀
座
商
店
街
に
て

文
具
店
を
営
ん
で
い
た
野
村
善
一
さ

ん
。前
半
は
写
真
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
。

昭
和
５
年
野
村
紙
店
の
初
荷
。
昭
和

８
年
マ
ル
ビ
シ
百
貨
店
竣
工
。
昭
和

12
年
彦
根
市
制
施
行
祝
賀
パ
レ
ー

ド
、
え
び
す
講
売
り
出
し
、
昭
和
15

年
土
橋
町
防
空
演
習
毒
ガ
ス
訓
練
、

従
業
員
軍
役
に
応
召
。
戦
後
、
昭
和

24
年
彦
根
観
光
博
覧
会
、
昭
和
25
年

第
一
回
商
工
ま
つ
り
、
二
七
の
市
。

後
半
は
昭
和
31
年
の
銀
座
商
店
街
の

諸
活
動
・
諸
行
事
の
８
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
映
像
記
録(

子
ど
も
歌
舞
伎
・
広
告

カ
ー
ニ
バ
ル
・
え
び
す
講
大
売
り
出
し

等)

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
彦
根

第
１
隊
が
パ
レ
ー
ド
、

大
国
旗
を
多
景
島
に
掲
揚
』

１
９
５
７
年
撮
影
／
６
分
51
秒

撮
影
・
編
集
・
所
蔵
： 

野
村
善
一
さ
ん

　

京
都
在
住
の
方
よ
り
彦
根
市
へ
寄

贈
さ
れ
た
百
八
畳
敷
の
大
日
章
旗
を

琵
琶
湖
の
霊
島
多
景
島
に
掲
げ
る
映

像
記
録
で
す
。
昭
和
32
年
５
月
３

日
、
彦
根
駅
か
ら
護
国
神
社
へ
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
彦
根
第
１
隊
が
旗
を
持

ち
彦
根
駅
前
大
通
り
パ
レ
ー
ド
に
ご

奉
仕
。
翌
４
日
、「
平
安
丸
」に
乗
り
、

多
景
島
へ
渡
り
、
市
長
は
じ
め
名
士

が
列
席
す
る
中
、
掲
揚
式
が
行
わ
れ

る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ

Ｇ
Ｍ
あ
り
。

『
彦
根
百
貨
卸
セ
ン
タ
ー

建
設
の
記
録
』　

１
９
６
８
年
制
作
／
27
分
49
秒

撮
影
・
製
作
：
ヤ
マ
ノ
商
亊
（
株
）、 

野

村
善
一
さ
ん

所
蔵
：
野
村
善
一
さ
ん

　

昭
和
42
〜
43
年
に
か
け
て
彦
根
百

貨
卸
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
過
程

を
記
録
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像

で
す
。
敷
地
造
成
工
事
、
地
鎮
祭
、

建
築
工
事
入
札
の
様
子
、
彦
根
市
長

を
招
い
た
起
工
式
、
工
事
の
様
子
、

商
品
の
移
動
、
竣
工
、
滋
賀
県
知
事

を
招
い
た
お
披
露
目
祝
賀
会
、
お
得

意
様
向
け
の
お
披
露
目
見
本
市
が
ま

と
め
ら
れ
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
多
賀
神
社
　
原
口
参
詣
道
　

石
燈
籠
再
建
の
記
録
』

１
９
７
４
年
制
作
／
4
分
30
秒

撮
影
・
編
集
・
所
蔵
： 

野
村
善
一
さ
ん

　

旧
中
山
道
の
原
町
か
ら
多
賀
大
社

へ
の
参
詣
道
は
「
原
道
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
原（
町
）
口
に
あ
る
多
賀
大
社

石
燈
籠
の
倒
壊
に
よ
る
再
建
の
記
録

映
像
で
す
。
映
像
を
撮
影
・
編
集
し

た
野
村
家
が
寄
進
し
た
由
緒
が
あ
り

ま
す
。
発
願
人
野
村
善
左
衛
門
、
寄

進
人
野
村
善
七
、
建
立
は
慶
応
３
年

２
月
。
昭
和
49
年
１
月
に
倒
壊
し
た

た
め
、
５
月
に
野
村
善
一
さ
ん
が
再

建
し
た
様
子
を
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に

記
録
し
、
編
集
。
石
組
み
の
土
台
か

ら
、
石
灯
籠
が
修
復
さ
れ
る
様
子
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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映
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『
干
拓
前
の
松
原
内
湖
、

鍋
冠
祭
り
他
』

１
９
３
３
年
撮
影
／
49
分
32
秒

所
蔵
：
藤
田
武
史
さ
ん

　

0
：
00　

神
社
で
の
神
事
と
奉
納

の
能
の
舞
い
。
8
：
56　

着
物
を
着

た
お
母
さ
ん
と
男
の
子
と
幼
女
児
が

乳
母
車
で
お
散
歩
を
し
て
い
る
様

子
。
10
：
15　

干
拓
さ
れ
る
前
の

松
原
内
湖
。（
１
９
４
４
年
〜
４
９
年

に
干
拓
）
フ
ェ
リ
ー
「
大
正
丸
」
や

ボ
ー
ト
で
遊
覧
を
楽
し
む
人
々
や
競

技
用
ボ
ー
ト
の
練
習
な
ど
様
々
な
船

が
内
湖
を
行
き
か
う
風
景
。
12
：
52　

タ
イ
ト
ル
「
昭
和
８
年
５
月
筑
摩
神

社　

鍋
釜
祭
り
」　

湖
岸
の
「
磯
崎

神
社
」
で
の
鍋
釜
祭
り
の
お
練
り
、

神
輿
渡
御
の
様
子
。
紋
付
袴
や
お
稚

児
さ
ん
に
続
き
、
鍋
釜
を
か
ぶ
っ
た

子
ら
の
行
列
が
渡
る
様
子
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
ト
映
像
。

『
マ
ル
ビ
シ
百
貨
店
　

建
設
の
記
録
』

１
９
３
３
年
撮
影
／
12
分
54
秒

所
蔵
：
藤
田
武
史
さ
ん

　

彦
根
市
銀
座
町
の
土
橋
商
店
街

（
現
在
の
銀
座
商
店
街
）
に
現
存
し

た
「
マ
ル
ビ
シ
百
貨
店
」
の
建
物
が

で
き
る
ま
で
を
記
録
し
た
８
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
。
昭
和
８
年
３
月
22
日
に
行

わ
れ
た
地
鎮
祭
を
は
じ
め
、
基
礎
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
作
業
の
様

子
。昭
和
８
年
７
月
10
日
の
上
棟
式
。

神
事
後
の
会
食
の
様
子
。
開
店
時
の

披
露
宴
・
余
興
の
様
子
が
１
本
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
映
像
に
は
タ

イ
ト
ル
文
字
が
編
集
さ
れ
、“
周
到

な
る
設
計
に
よ
り
工
事
は
日
一
日
と

進
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
工
事
中
日
夜

寝
食
を
忘
れ
て
監
督
す
る
宮
本
社

長
”な
ど
解
説
が
入
る
。
屋
上
か
ら

俯
瞰
す
る
当
時
の
風
景
が
貴
重
。
サ

イ
レ
ン
ト
映
像
。

『
マ
ル
ビ
シ
祭
』

１
９
３
３
年
撮
影
／
19
分
24
秒

所
蔵
：
藤
田
武
史
さ
ん

　

彦
根
市
銀
座
町
の
土
橋
商
店
街

（
現
在
の
銀
座
商
店
街
）
で
開
催
さ

れ
た
マ
ル
ビ
シ
百
貨
店
主
催
の
「
マ

ル
ビ
シ
祭
」
の
様
子
。
様
々
な
手
作

り
の
山
車
が
連
な
り
町
内
を
パ
レ
ー

ド
。
ど
の
山
車
も
当
時
の
商
品
を
模

し
た
も
の
で
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
魅

力
的
で
面
白
く
、
当
時
の
熱
気
が
伝

わ
り
ま
す
。
武
者
行
列
も
あ
り
、
観

覧
す
る
子
供
達
や
市
中
の
人
々
の
服

装
に
も
当
時
の
様
子
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
ト
映
像
。

『
彦
根
下
後
三
条
子
供
会
　

　
第
一
回
ミ
ニ
運
動
会
』　

１
９
８
０
年
撮
影
／
42
分

製
作
・
編
集
：
立
木
英
雄
さ
ん
（TATEKI

フ
ィ
ル
ム
）

　

昭
和
55
年
５
月
25
日
金
亀
多
目
的

広
場
に
て
開
催
さ
れ
た
彦
根
市
下
後

三
条
子
供
会
の
第
一
回
ミ
ニ
運
動
会

の
記
録
カ
ラ
ー
映
像
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
多
か
っ
た
時
代
の
元
気
な
地

域
の
運
動
会
の
様
子
で
す
。
各
競

技
ご
と
に
映
像
が
ま
と
め
ら
れ
編

集
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
物
競
走
、

１
０
０
ｍ
競
走
、
ゴ
ル
フ
レ
ー
ス
、

ボ
ー
ル
運
び
、
二
人
三
脚
、
ム
カ
デ

競
走
、
タ
ル
転
が
し
、
リ
レ
ー
。

主
催
／
後
三
条
町
子
供
会
。
後
援
／

後
三
条
町
町
内
会
。
音
楽
協
力
：
ヤ

マ
モ
ト
楽
器
。
音
声
あ
り
。

【
上
映
会  v

o
l.0

3
  

上
映
作
品
】



8

『
彦
根
城
冬
景
色
』

１
９
７
０
年
撮
影
／
３
分
20
秒

撮
影
・
所
蔵
：
渡
邊
弘
俊
さ
ん

　

雪
化
粧
し
た
彦
根
城
を
冬
の
晴
れ

間
に
捉
え
た
映
像
。
屋
根
瓦
、
白
壁

と
屋
根
雪
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
と
て

も
美
し
い
。
二
番
目
の
娘
さ
ん
（
現

在
50
代
）
と
一
緒
に
彦
根
城
へ
行
っ

た
際
の
映
像
で
じ
っ
く
り
と
彦
根

城
、
お
堀
を
映
し
た
後
に
雪
の
中
を

走
る
娘
さ
ん
の
様
子
が
収
め
ら
れ
、

あ
い
だ
に
標
高
の
高
い
所
か
ら
彦
根

の
町
を
捉
え
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。	

会
場
か
ら
「
お
堀
が
釣
り
堀
に
な
っ

て
い
る
所
に
は
魚
釣
り
が
好
き
な
人

が
ず
っ
と
並
ん
で
い
た
。」　
「
私
は

フ
ィ
ル
ム
の
値
段
が
高
い
の
で
、
彦

根
城
な
ど
の
風
景
で
は
な
く
、
家
族

の
顔
し
か
映
せ
な
か
っ
た
。」
と
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
サ
イ
レ
ン
ト

映
像
。

『
少
林
寺
拳
法
』　

１
９
７
５
年
頃
撮
影
／
３
分

撮
影
・
所
蔵
：
渡
邊
弘
俊
さ
ん

 　

友
人
が
制
作
し
て
い
る
８
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
映
画
撮
影
の
一
環
で
撮
影
。

二
人
の
男
性
が
彦
根
市
の
松
原
海
水

浴
場
で
少
林
寺
拳
法
の
演
武
に
取
り

組
む
。
ジ
ャ
ン
プ
の
足
蹴
り
、
棒
を

使
っ
た
演
武
な
ど
、
カ
ッ
ト
を
替
え

な
が
ら
何
パ
タ
ー
ン
も
演
じ
る
。
サ

イ
レ
ン
ト
映
像
。

『
松
原
水
泳
場
、
オ
ー
ト

バ
イ
、総
お
ど
り
、花
火
』　

１
９
７
２
年
頃
撮
影
／
11
分

撮
影
・
所
蔵
：
渡
邊
弘
俊
さ
ん

　

0
：
00　

松
原
水
泳
場
で
浮
き
輪

や
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ
家
族
や
多
く
の
水

泳
客
の
映
像
。
1
：
25　

広
場
で
男

性
が
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
オ
ー
ト
バ

イ
に
乗
る
様
子
。
2
：
23  

吹
流
し

や
山
車
な
ど
七
夕
飾
り
で
豪
華
に
装

飾
さ
れ
た
商
店
街
の
昼
の
様
子
と
そ

の
中
を
大
勢
の
男
女
が
踊
る
夜
の
様

子
。
彦
根
ば
や
し
は
、
井
伊
直
弼
に

よ
る
日
本
開
国
一
〇
〇
周
年
を
記
念

し
て
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
に
作

ら
れ
、
彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を
持
つ

七
夕
祭
や
大
花
火
大
会
、
ひ
こ
ね
万

灯
流
し
等
と
と
も
に
彦
根
を
代
表

す
る
夏
ま
つ
り
の
一
つ
と
の
こ
と
。

8
：
20　

花
火
大
会
の
様
子
。
カ
ラ

ー
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
像
。

『
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

　
野
外
パ
ー
テ
ィ
』　

１
９
７
３
年
頃
制
作
／
12
分
25
秒

所
蔵
：
宮
田
法
子
さ
ん

　

彦
根
市
大
薮
町
の
市
立
児
童
館

（
通
称
：
大
薮
児
童
館
）
で
安
清
町
子

供
会
の
夏
の
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の

様
子
。「
外
の
炊
事
場
で
大
ら
か
に

準
備
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
ご
と

も
少
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
お
出
か

け
を
し
て
、
楽
し
く
過
ご
す
時
間
は

と
て
も
貴
重
な
も
の
で
し
た
。」（
宮

田
さ
ん
）
湖
岸
近
く
の
会
場
で
楽
し

げ
に
調
理
す
る
大
人
、
カ
レ
ー
と
ス

イ
カ
を
食
べ
た
後
、
川
を
飛
び
越
え

ら
れ
る
か
を
競
い
合
う
男
の
子
、
シ

ー
ソ
ー
な
ど
で
遊
ぶ
お
か
っ
ぱ
頭
の

女
の
子
、
大
人
女
性
は
柄
物
の
ワ
ン

ピ
ー
ス
の
着
用
が
多
い
。
タ
イ
ト
ル

画
面
あ
り
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
像
。
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『
寺
　
高
祖
日
蓮
大
菩

薩
七
百
遠
忌
法
要
』

１
９
７
３
年
撮
影
／
27
分
34
秒

所
蔵
：
中
江
建
治
さ
ん

　

近
江
八
幡
市
馬
淵
町
の
具ぐ

足そ
く

山ざ
ん

妙
み
ょ
う

感か
ん

寺じ

に
て
、
昭
和
48
年

４
月
14
日
～
16
日
に
て
催
さ
れ

た
高
祖
日
蓮
大
菩
薩
七
百
遠
忌

法
要
を
記
録
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
映
像
で
す
。
妙
感
寺
の
あ

る
岩
倉
山
か
ら
は
良
質
の
石
が

産
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
庭
園
も

巨
石
が
多
く
、
石
組
み
に
特
徴

が
あ
り
、
滋
賀
県
指
定
の
名
勝

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

檀
家
が
受
付
を
す
る
様
子
や
、

法
要
、
た
く
さ
ん
の
お
稚
児
さ

ん
の
姿
か
ら
盛
大
な
遠
忌
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
ト
映
像
。

『
千
代
神
社
の

お
祭
り
』　

１
９
７
０
年
頃
制
作
／
約
８
分

所
蔵
：
宮
田
法
子
さ
ん

　

昭
和
40
年
前
半
の
頃
、
彦
根

市
京
町
の
千
代
神
社
の
春
祭
り

で
の
稚
児
行
列
の
様
子
で
す
。

き
れ
い
な
着
物
を
着
て
化
粧
を

し
、
お
姫
様
の
よ
う
な
冠
を
か

ぶ
っ
て
の
行
列
で
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
の
を
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。
父
が
行
列
に
付
き
添
っ

て
い
る
と
き
は
、
母
が
撮
影
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
今
は
亡
き

懐
か
し
い
方
々
も
映
っ
て
い
る

様
子
に
庶
民
が
撮
っ
た
フ
ィ
ル

ム
の
貴
重
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。（
宮
田
法
子
）

『
松
茸
狩
り
』　

１
９
６
０
年
撮
影
／
約
23
分

所
蔵
：
喜
多
充
さ
ん

　

昭
和
35
年
に
多
賀
町
に
て
撮

影
さ
れ
た
映
像
で
す
。
京
都
か

ら
の
お
客
さ
ん
を
松
茸
で
も
て

な
し
た
様
子
。
撮
影
は
お
客

さ
ん
が
撮
ら
れ
、「
都
会
の
人

が
見
た
田
舎
と
い
う
構
図
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
犬
上
川
の
橋

が
大
雨
に
よ
っ
て
陥
落
し
、
そ

の
上
を
木
材
を
乗
せ
た
荷
馬
車

が
通
る
様
子
、
当
時
の
彦
根
城

の
お
堀
の
様
子
や
柿
採
り
の
風

景
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
多
賀
大
社
や
河
内
の
風

穴
に
観
光
に
い
っ
た
様
子
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
能
登
川
共
盛
会
毎
月

８
日
び
っ
く
り
市
、

江
州
音
頭
』　

１
９
７
０
年
頃
制
作
／
19
分

撮
影
：
個
人

所
蔵
：
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館　

　

滋
賀
県
下
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
毎
年
７
月
１
日
に
開
催
さ
れ

て
い
た
江
州
音
頭
「
納
涼
大
踊

り
会
」の
昭
和
40
年
代
の
記
録
。

能
登
川
駅
前
に
あ
る
「
能
登
川

共
盛
会
」
が
主
催
す
る
「
毎
月

８
日
び
っ
く
り
市
」
や
、
町
内

を
街
宣
車
で
走
る
様
子
、
能
登

川
南
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た「
納
涼
大
踊
り
会
」

当
日
の
準
備
風
景
、
江
州
音
頭

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
伊
庭
坂
下
し
祭
り
』　

１
９
７
０
年
頃
制
作
／
36
分

撮
影
：
個
人

所
蔵
：
東
近
江
市
能
登
川
博
物
館

　

毎
年
５
月
に
東
近
江
市
伊
庭

町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
伊
庭

坂
下
し
祭
り
」
は
、
８
０
０
年

以
上
も
続
く
お
祭
り
で
す
。
近

江
の
奇
祭
と
呼
ば
れ
、
三
基
の

神
輿
を
氏
子
の
若
衆
が
引
き
ず

り
降
ろ
す
迫
力
溢
れ
る
神
事
と

し
て
、
滋
賀
県
選
択
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
映
像
は
、
昭
和
40
年
代
に
記

録
用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
８
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
で
、
祭
り
の
準
備

か
ら
当
日
の
神
事
の
状
況
を
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
で
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
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２
０
１
５
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
掘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
高
度
経
済
成
長
期
と
重
な
る
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
撮
ら

れ
た
暮
ら
し
の
変
革
期
に
滋
賀
の
家
族
の
暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。
８
ミ
リ
の
映
像
に
呼
び
起
こ
さ
れ
る
思
い
出
と
、
そ
の

背
景
に
映
り
こ
む
時
代
の
風
景
を
読
み
解
き
た
い
と
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
情
報
を
募
り
、
信
楽
、
高
島
、
能
登
川
、
彦
根
な
ど
の
映
像
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
８
ミ
リ
映
像
を
多
く
所
蔵
し

て
い
る
能
登
川
博
物
館
と
つ
な
が
り
、
共
催
で
の
上
映
会
を
開
催
。
こ

の
こ
と
が
今
年
度
の
老
人
福
祉
施
設
で
の
上
映
会
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
を
知
り
、
ご
自
宅
で
眠
っ
て
い
た
映
写
機
や
貴

重
な
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
彦
根
・
七
曲
が
り
フ
ェ
ス
タ

で
の
上
映
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
８
ミ
リ
出
張
上
映
会
】

【
お
う
み
映
像
ラ
ボin

老
人
福
祉
施
設
】

日　
　

２
０
１
６
年
７
月
７
日
（
木
）

会
場　

い
ず
み
介
護
サ
ー
ビ
ス
お
が
わ
（
東
近
江
市
）

　

施
設
が
立
地
し
て
い
る
地
域
の

１
９
７
０
年
代
の
祭
り
や
生
活
を
映
し
た

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
を
上
映
。
利
用
者

の
若
か
り
し
頃
の
映
像
を
、
ま
だ
生
れ
て

い
な
か
っ
た
職
員
さ
ん
と
見
た
り
、
地
域

の
博
物
館
よ
り
お
借
り
し
た
『
回
想
法
セ

ッ
ト
』
の
生
活
道
具
を
手
に
し
た
こ
と
で
、

普
段
と
は
違
う
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
お
う
み
映
像
ラ
ボ in BIW

AKO

　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
】

日　
　

２
０
１
６
年
９
月
17
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）

会
場　

BIW
AKO

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
近
江
八
幡
市
）

　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
旧
市
街
地
に
残

る
町
家
や
元
造
り
酒
屋
の
建
物
と
現
代
ア

ー
ト
を
共
存
さ
せ
る
祭
典
『BIW

AKO

ビ

エ
ン
ナ
ー
レ（Biw

ako Biennale

）』。会
期
中
、

発
掘
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
を
上
映

し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://biw
akobiennale.jp/

【
彦
根
市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
】

日　
　

２
０
１
７
年
２
月
11
日
（
土
）

会
場　

ひ
こ
ね
文
化
プ
ラ
ザ
（
彦
根
市
）

　

彦
根
市
制
施
行
80
周
年
、
高
松
市
・ 

彦
根
市
姉
妹
城
都

市
提
携
50
周
年
記
念
式
典
に
て
、
七
曲
が
り
フ
ェ
ス
タ
で

上
映
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
が
再
編
集
さ
れ
、
会
場

内
に
て
上
映
予
定
で
し
た
が
、
大
雪
が
予
想
さ
れ
る
た
め

に
式
典
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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水
口
宿
の
土
産
物
と
し
て
人
気
を
博
し
た

「
水
口
細
工
」
は
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
ウ

ィ
ー
ン
万
博
へ
の
出
展
を
機
に
欧
米
向
け
輸
出

品
と
な
り
、
昭
和
天
皇
即
位
大
嘗
祭
や
昭
和
28

年
（
１
９
５
３
）
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
へ
も
献

納
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
40
年
代
、
そ
の

製
作
技
法
は
伝
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
幻
の
も
の

に
。
そ
の
た
め
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
に
結

成
さ
れ
た
「
水
口
細
工
復
興
研
究
会
」
の
活
動

は
文
献
の
調
査
や
職
人
の
遺
族
ら
へ
の
聞
き
取

り
な
ど
、
材
料
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
す
べ
て
の
材
料
を
特
定
す
る
の
に
９
年
が

必
要
で
し
た
。

　

今
回
は
、
ま
ず
、「
甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資

料
館
」
に
て
、
同
館
学
芸
員
の
永
井
さ
ん
か
ら

「
水
口
細
工
」
の
概
要
を
お
聞
き
し
た
あ
と
、
水

口
祭
の
勇
壮
闊
達
な
囃
子
「
水
口
囃
子
」
の
記

録
映
像
と
「
水
口
細
工
復
興
研
究
会
」
の
1
年

間
の
活
動
記
録
を
鑑
賞
。
館
内
見
学
で
は
、
展

示
さ
れ
て
い
る
緻
密
な
作
品
に
驚
き
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
午
後
は
「
水
口
城
資
料
館
」
に

て
甲
賀
の
特
製
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
映
像
を

振
り
返
り
。
資
料
館
見
学
後
、
水
口
中
央
公
民

館
で
活
動
中
の
水
口
細
工
復
興
研
究
会
の
み
な

さ
ん
の
も
と
に
お
邪
魔
し
て
、
実
際
の
作
業
風

景
を
拝
見
し
つ
つ
、
材
料
の
確
保
や
制
作
の
ご

苦
労
な
ど
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
永

井
さ
ん
の
案
内
で
、
宿
場
町
の
お
も
か
げ
が
残

る
水
口
宿
を
散
策
し
ま
し
た
。

【
遠
足  v

o
l.0

3

】

─
東
海
道
五
十
三
次
・
水み
な

口く
ち

宿
　
～
甦
る
水
口
細
工
と
春
を
呼
ぶ
水
口
囃
子

日
　

	

２
０
１
６
年
11
月
6
日
（
日
）

会

場	

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
・

	

水
口
城
資
料
館
・
水
口
中
央
公
民
館

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

永
井
晃
子
さ
ん（
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

水
口
細
工
復
興
研
究
会
の
み
な
さ
ん

上
映
作
品

・『
水
口
囃
子
曳
山
を
囃
し
、
人
を
囃
し
、
町
を

　

囃
す
』（
32
分
）

　

制
作	

甲
賀
伝
統
文
化
活
性
化
実
行
委
員
会

・『
水
口
細
工　

水
口
細
工
復
興
研
究
会
の
１
年

　

の
活
動
記
録
』（
13
分
14
秒
）

　

制
作　

あ
い
コ
ム
こ
う
か

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

09:30　

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
集
合

	

あ
い
さ
つ

09:40　
「
水
口
細
工
」
解
説
、
映
像
上
映

11:00　

資
料
館
見
学
・
展
示
解
説

12:00　

昼
食
「
甲
賀
の
お
弁
当
」

	

（
水
口
城
資
料
館
）、
自
由
見
学

甲
賀
市
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
ひ
の
ひ
か
り
の
ブ
レ
ン

ド
ご
は
ん
、
湖
南
市
産
下
田
な
す
の
漬
物
、
水
口
産

羽
二
重
餅
、
水
口
町
産
イ
チ
ジ
ク
の
ワ
イ
ン
煮
、
厚

焼
き
卵
、
魚
、
永
源
寺
舞
茸
の
天
ぷ
ら
、
甲
南
町

産
杉
谷
と
う
が
ら
し
、永
源
寺
町
の
赤
こ
ん
に
ゃ
く
、

カ
ボ
チ
ャ
高
野
豆
腐
の
煮
し
め
、
近
江
八
幡
産
の
え

び
豆
、
水
口
町
産
ひ
ょ
う
た
ん
の
酢
味
噌
和
え

13:10　

水
口
細
工
復
興
研
究
会
の
活
動
見
学
・

	

お
話
（
水
口
中
央
公
民
館
）

14:30　

永
井
さ
ん
と
歩
く
水
口
宿

	

藤
栄
神
社
〜
水
口
教
会
〜
大
徳
寺

	

〜
水
口
神
社
な
ど

15:45　

解
散

永井晃子さんの解説



12

【
遠
足  v

o
l.0

3
  

上
映
作
品
】

『
水
口
細
工
　

水
口
細
工
復
興
研
究
会
の

１
年
の
活
動
記
録
』

２
０
１
６
年
制
作
／
13
分
14
秒

制
作
：
あ
い
コ
ム
こ
う
か

　

水
口
細
工
の
隆
盛
の
歴
史
、ま
た
、

水
口
細
工
復
興
研
究
会
の
1
年
間
の

活
動
を
通
じ
て
、
材
料
で
あ
る
ア
オ

ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
や
ク
ズ
な
ど
の
採
取
・

加
工
の
様
子
な
ど
を
紹
介
。
画
像
か

ら
で
も
、
水
口
細
工
の
繊
細
な
技
が

窺
え
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
会
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
地
元
の
高
校
生
へ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
の
指
導
や
教
室
で
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
な
ど
、「
水
口
が
誇
る
伝
統
工

芸
を
次
世
代
に
残
し
た
い
」
と
復
活

復
興
に
懸
け
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

『
水
口
囃
子
　
曳
山
を
囃
し
、

人
を
囃
し
、
町
を
囃
す 

』

２
０
１
５
年
制
作
／
32
分

制
作
：
甲
賀
伝
統
文
化
活
性
化
実
行
委

員
会

　

毎
年
4
月
20
日
に
行
わ
れ
る
水
口

祭
で
演
奏
さ
れ
る
勇
壮
闊
達
な
『
水

口
囃
子
』
の
記
録
。
江
戸
中
期
の
記

録
が
残
る
水
口
囃
子
は
６
ｍ
あ
る
曳

山
の
上
で
演
奏
さ
れ
、
巡
行
の
際
に

演
奏
さ
れ
る
「
バ
カ
バ
ヤ
シ
」、
注

意
喚
起
を
促
す
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

「
オ
オ
マ
（
大
廻
・
大
馬
）」、
盛
り
上

げ
の
曲
「
ヤ
タ
イ
（
屋
台
・
八
妙
）」、

神
前
奉
納
曲
の
「
ガ
ク
（
額
）」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
異
な
る
曲
が
演

奏
さ
れ
ま
す
。
水
口
囃
子
の
魅
力

は
な
ん
と
い
っ
て
も
大
太
鼓
と
小
太

鼓
、
鉦
と
篠
笛
の
掛
け
合
い
が
生
み

出
す
軽
妙
な
リ
ズ
ム
。
全
国
に
も
多

く
の
フ
ァ
ン
が
い
て
、
幼
い
頃
か
ら

慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
の
人
と
と
も
に

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

※映像の写真ではありません。
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藤
栄
神
社
　

水
口
藩
祖
・
加
藤
嘉
明
を
祀
る

神
社
で
文
政
12
年
（
１
８
２
９
）

美
濃
部
天
満
宮
（
現
綾
野
天
満

宮
）
の
旧
地
の
一
角
に
創
建
。	

社
号
標
石
は
も
と
今
在
家
村
東

端
に
建
っ
て
い
た
水
口
藩
領
界

標
石
を
転
用
し
た
も
の
で
、
巖

谷
一
六
の
書
。
一
六
は
著
名
な

書
家
、
そ
の
子
小
波
は
日
本
児

童
文
学
の
創
始
者
。
水
口
歴
史

民
俗
資
料
館
に
業
績
を
紹
介
す

る
記
念
室
が
あ
る
。

藤
八
幡
宮
　

建
立
に
つ
い
て
は
江
戸
幕
府
の

旗
本
美
濃
部
氏
に
よ
る
由
緒
と
、

京
都
よ
り
藤
細
工
を
も
た
ら
し

た
と
い
う
一
族
に
よ
る
由
緒
が

あ
る
が
、
社
号
か
ら
水
口
細
工

に
関
係
す
る
神
社
で
あ
ろ
う
。

水
口
教
会
　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
竣
工
。

様
式
的
な
教
会
建
築
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
ス

タ
イ
ル
の
住
宅
建
築
を
基
礎
と

し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
独
特
の
ス
タ

イ
ル
。
平
成
12
年
木
造
平
屋
建

て
の
会
堂
（
礼
拝
堂
）
と
長
手

積
煉
瓦
造
の
門
柱
が
国
登
録
有

形
文
化
財
に
選
定
。

水
口
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
　

施
設
内
に
は
水
口
祭
で
巡
行
す

る
曳
山
を
展
示
。「
二
層
露
天

四
輪
構
造
の
飾
り
山
」
と
い
う

構
造
で
複
雑
な
木
の
組
み
合
わ

せ
や
精
巧
な
彫
刻
を
間
近
で
見

学
で
き
る
。

祭
礼
に
曳
山
が
登
場
し
た
の
は

享
保
20
年
（
１
７
３
５
）
の
こ

と
で
、
最
盛
期
に
は
そ
の
数
30

基
あ
ま
り
に
達
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

山
倉
（
蔵
）

曳
山
は
そ
の
構
造
上
解
体
せ
ず

に
普
段
か
ら
組
み
上
が
っ
た
ま

ま
で
、
各
町
内
に
建
て
ら
れ
て

い
る
「
山
倉
（
蔵
）」
に
収
納

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
16
基
が

曳
山
保
有
町
で
維
持
管
理
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
１
基
が
毎
年
交
替

で
甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料

館
に
展
示
さ
れ
る
。

大
徳
寺
　

も
と
林
慶
寺
と
称
す
る
禅
宗
寺

院
で
あ
っ
た
が
、
天
正
16
年

（
１
５
８
８
）
水
口
岡
山
城
主
中

村
一
氏
が
菩
提
所
に
定
め
、
新

た
に
堂
舎
を
建
立
し
浄
慶
寺
と

号
し
、
相
模
国
小
田
原
大
蓮
寺

よ
り
叡
誉
を
招
請
し
て
開
山
し

た
と
い
う
。
叡
誉
は
、
徳
川
家

康
の
家
臣
・
本
多
忠
勝
の
伯
父

に
あ
た
り
、
家
康
と
も
学
問
を

通
じ
親
交
が
あ
っ
た
。
家
康

は
関
ヶ
原
合
戦
後
の
上
洛
途

上
、
当
寺
に
立
ち
寄
り
、
寺
領

と
金
品
を
寄
付
し
、
家
康
と
松

平
の
各
一
字
よ
り
家
松
山
と

の
山
号
を
贈
る
。
慶
長
７
年

（
１
６
０
２
）
家
康
は
寺
号
を
大

徳
寺
と
改
め
た
。

水
口
神
社
　

式
内
社
に
比
定
さ
れ
る
古
社
。

境
内
の
石
灯
籠
は
南
北
朝
時
代

の
康
永
元
年
（
１
３
４
２
）
銘

を
も
ち
市
指
定
文
化
財
。

水
口
祭
の
本
日
に
は
曳
山
が
水

口
囃
子
と
と
も
に
境
内
へ
入
る
。

大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
鉦
、
篠
笛

に
よ
る
緩
急
の
変
化
豊
か
で
勇

壮
な
調
べ
は
江
戸
の
「
神
田
ば

や
し
」
の
流
れ
を
く
む
も
の
と

言
わ
れ
る
。

永
井
さ
ん
と歩

く
水
口

藤栄神社

藤八幡宮

水口教会

山倉（蔵）大徳寺

水口神社

水口中部コミュニティーセンター



東近江市伊庭町

近江八幡市
BIWAKOビエンナーレ会場

甲賀市水口町
甲賀市水口歴史民俗資料館
『水口囃子　曳山を囃し、人を囃し、町を囃す』
『水口細工　水口細工復興研究会の１年の活動記録』

『伊庭坂下し祭り』

犬上郡多賀町
『松茸狩り』

彦根市

彦根市・七曲がり　旧秋口邸・井上仏壇

彦根市野瀬町　ひこね市文化プラザ

京町　千代神社　『千代神社のお祭り』

東近江市能登川町
『能登川共盛会毎月８日びっくり市、江州音頭』

東近江市能登川町　いずみ介護サービスおがわ草津市下物町
滋賀県立琵琶湖博物館

『湖国伝統の味　ふなずし
家庭でできる飯漬けのコツ』

   守山市幸津川町
   下新川神社

『鮨切り祭り』

栗東市大橋町
三輪神社

『なれずしの漬けこみ・
三輪神社　春の例祭』

彦根市・多景島
『ボーイスカウト彦根第１隊がパレード、

大国旗を多景島に掲揚』

小泉町　『彦根百貨卸センター建設の記録』

『多賀神社　原口参詣道　石燈籠再建の記録』

松原町他『干拓前の松原内湖、鍋冠祭り他』

銀座町　『マルビシ祭』
銀座町　『戦前・戦後の銀座風景』

銀座町　『マルビシ百貨店　建設の記録』

金亀町　『彦根下後三条子供会　第一回ミニ運動会』

松原町　『少林寺拳法』

金亀町　『彦根城冬景色』

松原町他『松原水泳場、オートバイ、総おどり、花火』

大藪町　『カレーライス野外パーティ』

近江八幡市馬淵町　妙感寺
『寺　高祖日蓮大菩薩七百遠忌法要』
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【上映会場・映像撮影地 マップ】
映像撮影地

上映会場
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
（
順
不
同
）  

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
機
材
の
提
供
者
／

野
村
善
一
さ
ん　

藤
田
武
史
さ
ん　

渡
邊
弘
俊

さ
ん　

中
江
建
治
さ
ん　

小
門
寅
郎
さ
ん　

宮

田
法
子
さ
ん　

喜
多
充
さ
ん　

宇
田
安
利
さ
ん

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館　

栗
東
歴
史
民
俗
博

物
館　

東
近
江
市
能
登
川
博
物
館　

滋
賀
県

農
政
水
産
部
水
産
課　

琵
琶
湖
汽
船
株
式
会

社　

井
上
仏
壇
店　

彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合　

七
曲
が
り
フ
ェ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ　

滋
賀
大
学　

BIW
AKO

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ　
　

い
ず
み
介
護
サ
ー
ビ
ス
お
が
わ　

株
式
会
社
吉

岡
映
像　

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館　

水

口
細
工
復
興
研
究
会　

水
口
城
資
料
館　

水
口

中
央
公
民
館　

大
久
保
実
香
さ
ん　

井
上
昌
一
さ
ん　

柴
田
淳

郎
さ
ん　

馬
場
山
往
さ
ん　

三
谷
悠
華
さ
ん　

鈴
木
達
也
さ
ん　

中
田
洋
子
さ
ん　

永
井
晃
子

さ
ん　

長
す
ゞ
子
さ
ん

２
０
１
７
年
２
月
20
日
発
行

企
画
・
制
作
・
発
行
｜
お
う
み
映
像
ラ
ボ

組
版
｜
中
川
未
子
（
よ
ろ
ず
で
ざ
い
ん
）

写
真
撮
影
｜
金
東
薫　

お
う
み
映
像
ラ
ボ

平
成
28
年
度　

滋
賀
県
「
美
の
滋
賀
」
創
造
事
業　

地
域
の
元
気
創
造
・
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業

平
成
28
年
度　

文
化
庁　

文
化
芸
術
に
よ
る
地
域

活
性
化
・
国
際
発
信
推
進
事
業

お問い合わせ

080-9603-5680

omieizo_lab@yahoo.co.jp

おうみ映像ラボ
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